
日本科学者会議（ＪＳＡ） 食糧問題研究委員会  研究例会 

日  本  の  食  と  農 

どうした、どうなる、どうする 

 

暉峻 衆三 氏 
 

 

日 時：2011 年 4 月 23 日（土）午後 1時 30 分～４時３０分 

会 場：東京・江東区 森下文化センター 2階 第２・第３会議室 

講 師：暉
てる

峻
おか

 衆三 氏 (元東京教育大学教授、農業・農協問題研究所元理事長) 

いま、全国各地で世論を沸騰させているＴＰＰ（環太平洋連携協定）をめぐる論議で 

欠かせない視座は、わが国がたどった歴史に関する正確な認知と、そこから導く教訓の

把握です。日本の食と農を現状に至らしめた基本的な政策構造を、あらためて学ぶ必要

があるでしょう。日米安保体制と旧農業基本法も、ちょうど半世紀たちます。 

こうした課題解明と展望提示には願ってもない講師・暉峻 衆三先生をお迎えします。

先生は、『日本の農業 150 年』（有斐閣刊）の編著者であり、著名な農業経済学者です。 

座長には、熊沢喜久雄先生（東京大学名誉教授）が当たります。逃せないチャンスです。

 

ＪＳＡ会員も非会員の方も、ぜひ、誘い合わせてお運びください。 

会 費：いりません。例会後、暉峻先生を囲む懇親会（会費 4千円見当）の予定あり。 

会 場：都営新宿線・都営大江戸線 森下駅下車（Ａ６出口）又は メトロ半蔵門線・

都営大江戸線 清澄白河駅下車（Ａ２出口）、いずれからも歩いて 6～7 分。      

                 

連絡先 

例会、懇親会に参加ご希望の方は  

日本科学者会議 までご一報下さい。         

Tel:03-3812-1472  FAX:03-3813-2363  

〒113-0034 東京都文京区湯島 1-9-15  

茶州ビル 9F 

     http://www.jsa.gr.jp 

 


